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宮崎県
実施計画の概要立案



都道府県内の緩和ケアに関する課題・問題

問題
・地域間の緩和ケアの提供体制の偏在
・在宅緩和ケアに対する医療者の知識不足
・県内の緩和ケアチーム間の連携不足
・緩和ケアチームの立ち位置の曖昧さ→地道に活動する

課題
・普及啓発活動広報の方法
・拠点病院と在宅緩和ケア施設との連携不足の解消
・緊急緩和ケア病床稼働率を上げる
・緩和ケア提供の担い手の充足（地方、認定医・専門医）

都道府県内の緩和ケアの現状



都道府県内の緩和ケアの質向上に向けた
今後の方向性①

都道府県単位の取り組みで目指したいこと (ゴール)
医療者の緩和ケアに関する正しい知識の普及啓発
県内の緩和ケアの均てん化

都道府県単位の取り組みで扱いたい内容と方法

内容
・緩和ケアに関する研究会などへの参加人数を増やすための方法の検討（必修の研
究会などに緩和ケアについて盛り込んでもらう）

・日本専門医機構共通演習のポイントを付与する
・宮崎市以外の緩和ケアチームのある施設を拠点に、緩和ケアについての出張講演会
を開催（開業医に向けての草の根運動の拠点とするため）

方法
・情報発信の方法



都道府県内の緩和ケアの質向上に向けた
今後の方向性②

都道府県単位の取り組みで目指したいこと (ゴール)
県内の緩和ケアチーム間の連携再構築

都道府県単位の取り組みで扱いたい内容と方法

内容
・既存の緩和ケア専門部会小委員会の再構築（現在は、コメディカルのみの会である為、
緩和ケア担当医の参加も検討する）

・緩和ケアにおける連携・協力ｶﾝﾌｧﾚﾝｽの再開

方法
・ハイブリッドでの講演会開催



企画名

地方における（宮崎市外）緩和ケア啓発活動の集い
宮崎県医師会緩和ケアチームフォローアップ研修会

目的

医療者の緩和ケアに関する正しい、新しい知識の普及啓発

目標

正しい、新しい知識に基づいた緩和ケアの提供とネットワークづくり

対象者・人数

対象者：緩和ケアチームを有する施設の緩和ケアチームのメンバー・その他の医療者、周
辺の開業医・施設職員とする
人数：100人程度

開催期間・時間・開催形式

土曜日 15：00～17：00 ハイブリッド形式（サテライト開催）

実施主体

主催：宮崎県医師会 共催：宮崎大学医学部附属病院 緩和ケアセンター

企画概要①



企画名

緩和ケアチームミーティング

目的

緩和ケアチーム間の連携強化

目標

緩和ケアに必要な知識の確認と困ったことの相談会（症例検討も含む）
ミニレクチャー、アンケート調査

対象者・人数

対象者：がん診療連携拠点病院等の緩和ケアチームのメンバーとする
人数：30人程度 (医師・看護師・薬剤師・MSW・栄養士・ケアマネージャーなど）

開催期間・時間・開催形式

平日15：00～17：00 ハイブリッド形式

実施主体

宮崎大学医学部附属病院 緩和ケアセンター

企画概要②



プログラム①

開始 終了 時間 研修方法 内容

14：30 15：00 30分 受付

15：00 15：05 5分 オリエンテーション

15：05 16：05 60分 講義 疼痛コントロールの最新の知見

16：05 16：10 5分 休憩

16：10 16：40 30分 グループワーク 自施設での疼痛コントロールに関する
課題

16：40 16：50 10分 発表

16：50 17：00 10分 まとめ

17：00 18：00 60分 質疑応答・情報交換（希望者）



プログラム②

開始 終了 時間 研修方法 内容

14：30 15：00 30分 受付

15：00 15：05 5分 オリエンテーション

15：05 15：35 30分 ミニレクチャー せん妄の最新の知見

15：35 15：45 10分 質疑応答

15：45 15：50 5分 休憩

15：50 16：30 40分 グループワーク 困り事相談会（症例検討を含む）

16：30 16：40 10分 発表

16：40 17：00 20分 まとめ・アンケート
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